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× 要

夏まっさかり。 太陽が空いっぱいに広がったよ 

うな、灼けつく日差しのもと、あちこちから子ど 

もの歓声が響く。 

上野峡では、セミしぐれの中から滝すべりでは 

しゃぐかん高い声。 

キャンプ場からは、みそ汁の匂いとともに力ッ 

コウワルツの歌声。野球場から、町民プールから…。 

大きな夏｛こすっぼりつつまれ．て、みノしな輝いて 

見える。 

この自然がくれたすばらしい歓声を絶やさない 

ためにも、自然に対するー人ひとリの心づかいが 

必要ではないだろうか。 
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1 池永輝昭氏が当選 町長選挙結果速報 

I 
7 月24日に告示された、任期満了に伴う 当選 池永 輝昭（無所属・55才・大字赤池730番地） I 

l 

言 香月 章 （無所属．54才. *字ラ糸うth371 番tI]1、 I 

I 
赤池町長選挙は、29日投票が行われ、元町 

長の池永輝昭氏が当選しました。 

I 選挙の結果は次のとおりです。 

I （敬称略） 

3,710 票 

香月 章（無所属・54オ・大字赤池371番地） 

2,904票 

〇選挙当日有権者数 7,194 人 

〇投票者数 6,682人 〇投票率92・9 % 
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昭和59年度各特別会計予算 
( ）は対前年度伸率 

☆上水道事業会計 2億139万円（2, 0) 

（収益的収支） 

☆町立病院事業会計 4ィ意8,828万円（0,5) 

（収益的収支） 

☆国民健康保険事業会計 3億6,480万円（11.9) 

☆住宅新築資金等貸付事業会計・・2ィ意7,406万円（29.4) 

☆老人保健会計 4億9.697万円（23,9) 

一般会計予算（町民 

り 

昨年に弓I 
39億7,5 

ぐ 昭和59年度の主な事業 う 
\,_ ./ 

＠普通建設事業 6イ意7,600万円 

〇赤池中学校体育館建設事業 1億4,100万円 

〇公営住宅建設事業（20戸）  1億8,600)テ円 

〇集会所建設事業（2 カ所）  4,500万円 

〇同和対策事業（下排水路、道路、農業基 

盤整備など）  2ィ意9,100万円 

〇その他事業 ・1,300万円 

⑥失業対策事業 61意8,000万円 

〇一般失業対策事業 9,700万円 

〇産炭土也域開発就労事業 2f意7,800万円 

〇特定地域開発就労事業 2億9,000万円 

〇その他労働諸費 ・1,500万円 

⑥災害復旧事業  300万円 

※その他施策 

〇社会福祉費（身体障害者家庭奉仕員設置委託料 

・町社会福祉協議会助成金など） ・・5,900万円 

〇老人福祉費（老人ホーム運営費・老人家庭奉イ士 

員設置委託料、敬老年金など） ・・・・7,800万円 

〇各種医療対策費（重度心身障害者、母子家庭、 

乳幼児対策など）  1 ,700万円 

〇児童福祖：費（児童手当、児童措置費など） 

 2億2,900万円 

〇保健衛生費（し尿・ゴミ対策費、病院会計、水 

道会計の繰出金など）  1億5,000万円 

〇農業振興費 6,700万円 

〇商工振興費 600万円 

〇消防防犯対策費 7,400万円 

〇学校教育費（小中学校管理費など）6,000万円 

〇社会教育費（各種教室、同和教育、各種社会教 

育団体補助金など）  6,300万円 

〇保健体育費（各種大会補助や施設管理費、給食 

センター運営費など）  9,100万円 

職員平均給与月額と平均年齢の状況 

（特別会計職員除く） 

× 行 政 職 労 務 職 

平均給料 平均年齢 平均給料 平均年齢 

昭和58年 

4月1日現在 
199,900円 36,11歳 183,200円 40,8 歳 

昭和59年 

4月1日現在 
200,600円 37,1 歳 177,000円 39,10歳 

財産収入 

1億5.294万円 
3,9% 

分担金・負担金 

手数料・使用料など 

1億5,899万円 4% 

昭和59年度歳出予算性質内訳 

昭和59年度歳入予算内訳 

地方譲与税 

自動車取得税交付金など 

3,940万円 1% 

災害復旧事業費 

300万円 
0,06% 

前年度繰上充用金2億5,000万円6,3% 

物件費 

2億9.588万円7.4% 

8 月 は、空カ ン・空ビン回収運動月間 

1人当り40万3,000円）決まる 

き続き緊縮財政 
07 万円対前年比5%増 

圏歳 入 

地方交付税 

圏歳 

153,169円 

(156.445) 

38,0 % 

35,892円 

(46,932) 

8,9% 

出 

(58年度当初は1 人当り 390,797円） 

( ）は58年度 

国県支出金 田丁 債 

36,662円 

(30,119) 

9,1% 

く 
そ の 他 

35,582円 

(33,251) 

8,9% 
 ノ 
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昭
和
五
十
九
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
が
、
六
月
定
例
町
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
o
 

今
回
の
当
初
予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、
国
の
大
変
き
び
し
い
財
政
状
況
の
中
、
地
方
交
付
税
を
は
じ
め
国
や
県
に
大
き
 

く
依
存
し
た
赤
池
町
の
現
況
を
充
分
に
ふ
ま
え
、
歳
入
財
源
の
適
確
な
把
握
と
歳
出
予
算
の
再
検
討
を
行
い
、
財
政
健
全
 

化
計
画
と
に
ら
み
合
せ
な
が
ら
編
成
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
o
 

一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
 
一
F

九
億
七
千
五
百
六
万
七
千
円
で
、
対
前
年
度
伸
率
五
・
〇
％
と
な
っ
て
い
ま
す
o

そ
の
 

内
訳
は
、
投
資
的
経
費
（
普
通
建
設
事
業
、
失
業
対
策
事
業
、
災
害
復
旧
事
業
）
で
、
士
一
二
一
％
（
一
億
四
千
七
百
八
 

十
六
万
円
）
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
要
因
は
、
懸
案
で
あ
っ
た
赤
池
中
学
校
体
育
館
の
改
築
・
公
営
住
宅
建
 

設
な
ど
の
新
規
事
業
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
又
消
費
的
経
費
（
人
件
費
、
物
件
費
、
維
持
補
修
費
、
扶
助
費
、
補
助
費
な
ど
）
 

で
九
・
一
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
主
な
も
の
は
、
人
件
費
で
は
、
昨
年
退
職
勧
奨
で
職
員
が
七
人
退
職
し
 

た
た
め
六
．
一
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
は
い
づ
れ
も
増
と
な
っ
て
い
ま
す
0

そ
の
他
の
経
費
（
公
債
費
、
 

貸
付
金
、
投
資
お
よ
び
出
資
金
、
繰
出
金
な
ど
）
で
一
・
六
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
o
 

一
方
、
歳
入
財
源
は
、
町
税
二
億
八
千
七
百
六
十
五
万
三
千
円
（
前
年
度
比
十
二
・
〇
％
増
）
地
方
交
付
税
十
五
億
一
 

千
二
百
四
十
万
円
（
同
〇
・
二
％
減
）
国
・
県
支
出
金
十
億
七
百
二
十
九
万
二
千
円
（
同
十
七
・
二
％
増
）
町
債
三
億
六
 

千
二
百
万
円
（
同
十
四
・
一
％
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
現
況
で
は
、
単
年
度
で
約
一
億
五
千
万
円
程
度
の
財
源
 

不
足
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
の
不
足
財
源
に
つ
い
て
は
現
在
赤
池
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
宅
地
分
譲
（
第
三
期
）
な
ど
を
行
な
 

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
財
産
売
却
収
入
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
本
町
も
金
田
町
、
方
城
町
と
同
じ
よ
う
に
財
政
再
建
 

準
用
団
体
の
適
用
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
き
び
し
い
財
政
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
o
 

△ Z入 Z、 乙,、△ Z,、 Z、 Zさュ△ △ ご、 △ Zl,、Z、 Zさ、 Z全、△ 

【
昭
和
 
40 

年
3

月
に
建
っ
た
 

赤
池
中
学
校
体
育
館
今
年
度
 

全
面
改
築
が
行
わ
れ
ま
す
。
】
 

「一 一 ー 一 ー 一 ー ー 一 

~ 
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財

政

豆

辞

典

 

自
主
財
源
ー
地
方
公
共
団
体
が
自
 

主
的
に
収
入
で
き
る
財
源
。
行
 

政
活
動
の
自
主
性
と
安
定
性
を
 

確
保
で
き
る
か
ど
う
か
の
尺
度
 

と
も
な
る
。
 

依
存
財
源
ー
国
・
県
の
意
思
に
よ
 

り
定
め
ら
れ
た
額
を
交
付
さ
れ
 

た
り
、
割
り
当
て
ら
れ
た
り
す
 

る
収
入
。
 

ー
 

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
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8月は 昌轟震轟2轟雰 の納税月です 
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〇
議
案
 41 

号
昭
和
五
十
九
年
度
赤
池
町
 

一
般
会
計
予
算
‘
予
算
総
額
三
十
九
億
 

七
千
五
百
六
万
七
千
円
の
対
前
年
度
伸
 

率
五
、
〇
％
の
一
般
会
計
予
算
が
承
認
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

（
二
・
三
面
に
関
連
）
 

〇
議
案
 42 

号
赤
池
町
職
員
の
定
年
等
に
 

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
‘
国
家
 

公
務
員
の
定
年
制
に
準
じ
て
、
昭
和
六
 

十
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
職
員
の
定
年
 

を
満
六
十
歳
。
医
師
は
六
十
五
歳
と
す
 

る
条
例
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
議
案
 43 

号
赤
池
町
立
小
・
中
学
校
屋
 

内
体
育
館
の
使
用
に
関
す
る
条
例
の
制
 

定
に
つ
い
て
凸
学
校
体
育
館
を
支
障
の
 

な
い
範
囲
で
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ス
ポ
 

ー
ッ
活
動
等
に
使
用
で
き
る
よ
う
条
例
 

が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

使
用
の
際
は
、
あ
ら
か
じ
め
学
校
の
 

承
諾
を
得
て
、
使
用
許
可
願
を
教
育
委
 

員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
使
用
料
は
二
時
間
で
昼
間
が
 

八
百
円
、
夜
間
千
二
百
円
、
 
一
時
間
増
 

す
ご
と
に
五
割
増
と
な
り
ま
す
。
 

〇
議
案
 44 

号
赤
池
町
営
住
宅
管
理
条
例
 

五

十

九

年

度

一

般

会

計

予

算

戸

を

可

決

 

昭
和
五
十
九
年
第
五
回
定
例
町
議
会
が
、
六
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
九
 

日
ま
で
四
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
回
は
、
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
な
ど
六
議
案
が
上
程
さ
れ
、
 

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
ほ
か
、
八
件
の
請
願
、
 
一
件
の
意
見
書
が
審
議
さ
れ
、
ま
た
、
監
 

査
の
結
果
報
告
や
一
般
質
問
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
七
月
九
日
と
二
十
一
日
に
そ
れ
ぞ
れ
一
日
間
の
会
期
で
臨
時
町
 

議
会
が
開
か
れ
、
農
業
委
員
会
委
員
の
推
せ
ん
議
案
や
赤
池
中
学
校
体
育
 

館
の
改
築
議
案
な
ど
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
‘
実
情
に
よ
 

り
町
内
居
住
の
六
十
歳
以
上
（
女
子
に
 

つ
い
て
は
五
十
歳
以
上
）
の
単
身
者
で
 

町
の
指
定
す
る
住
宅
に
入
居
を
希
望
す
 

る
人
の
入
居
を
認
め
る
条
例
が
可
決
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

〇
議
案
 45 

号
赤
池
町
集
会
所
施
設
設
置
 

お
よ
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
 

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
‘
昭
和
五
十
八
 

年
度
事
業
で
猿
畑
と
第
五
支
所
集
会
所
 

が
新
設
さ
れ
た
の
で
そ
の
設
置
目
的
や
 

位
置
、
名
称
が
同
条
例
に
追
加
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

〇
議
案
 46 

号
赤
池
町
名
誉
町
民
条
例
の
 

制
定
に
つ
い
て
‘
昨
年
制
定
さ
れ
た
名
 

誉
町
民
設
置
条
例
の
内
容
が
再
検
討
さ
 

れ
、
名
誉
あ
る
町
民
を
選
任
す
る
た
め
 

そ
の
資
格
要
件
や
選
任
の
方
法
等
を
定
 

め
た
条
例
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
議
案
 47 

号
（
臨
時
議
会
）
赤
池
町
農
 

業
委
員
会
委
員
の
推
せ
ん
に
つ
い
て
凸
 

任
期
満
了
に
伴
な
い
、
議
会
が
推
せ
ん
 

す
る
委
員
に
次
の
三
人
が
推
せ
ん
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

（
敬
称
略
）
 

町
道
一
一
反
ケ
浦
ー
松
本
線
開
通
 

ー

通

勤

・

通

学

が

い

っ

そ

う

便

利

に

ー

 

【
七
月
二
十
三
日
供
用
開
始
さ
れ
た
、
 

町
道
ニ
反
ケ
浦
5
松
本
線
。
町
部
か
ら
 

町
民
会
館
、
市
場
方
面
か
ら
赤
池
駅
へ
 

の
便
が
大
変
向
上
し
ま
し
た
】
 

弓は続き支給を受けるには 

福 祉 年 金 
『 

が必要です 

8 月は福祉年金の受給者が、国民年金証書 

を提出する月です。8 月支払分の福祉年金を 

受けたら、すぐに国民年金証書と印鑑を持っ 

て役場の国民年金係へ所得状況届を提出して 

ください。 

この手続きは毎年、本人、配偶者、扶養義 

務者の前年の所得によって、向こう一年間の 

福祉年金が受けられるかどうかを決める大切 

な届です。もし、この提出がないと、次の年 

金支払月に年金が受けられないことがありま 

すので、 8月31日までに必ず手続きをすませ 

てください。 

なお、恩給、扶助料、退職年金等の公的年 

金を受けている人は、その年金証書の写を添 

えて提出してください。 

児童扶養手当・ 

特別児童扶養手当 
 、 

手当を受けている人は、毎年8 月11日から 

9 月10日までの間に役場にある所得状況届の 

用紙に記入し福祉係に提出して下さい。 

この届は、手当を受けている人やその家族 

の方に前年にどの程度の所得があったかを書 

いていただく書類ですが、これによって手当 

を引き続いて受ける資格があるかどうかが審 

査されます。引き続いて受ける資格があると 

認められた場合には、手当の支払を受けるこ 

とができます。ですからこの届は所得があっ 

てもなくても重要なものですので必ず出して 

ください。届出を出さないと手当の支給が差 

し止めになります。 

赤
池
駅
西
側
か
ら
鉄
道
沿
い
に
商
工
 

会
前
の
県
道
北
九
州
ー
小
竹
線
へ
通
じ
 

る
道
路
が
七
月
二
十
三
日
か
ら
通
行
で
 

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
道
路
は
、
町
道
二
反
ケ
浦
ー
松
 

本
線
で
、
昭
和
五
十
五
年
度
か
ら
五
十
 

九
年
度
ま
で
五
カ
年
を
か
け
、
建
設
省
 

道
路
局
の
補
助
事
業
と
し
て
三
分
の
ー
ー
 

の
国
庫
補
助
を
受
け
総
工
費
二
億
四
千
 

万
円
を
か
け
て
建
設
し
ま
し
た
。
 

道
路
は
、
車
道
五
・
五
屑
、
歩
道
一
 

・
五
屑
、
全
長
四
百
二
十
八
H

の
二
車
 

線
道
路
で
、
こ
れ
に
よ
り
、
町
部
か
ら
 

町
民
会
館
・
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
 

公
共
施
設
へ
の
足
が
大
変
便
利
に
な
り
 

ま
し
た
。
ま
た
、
市
場
方
面
か
ら
赤
池
 

駅
へ
の
距
離
も
短
縮
さ
れ
、
通
勤
や
通
 

学
の
便
も
一
段
と
向
上
し
ま
し
た
。
 

で tI ヤ ヤ
 

t
 '

 
t
 

▽
浦
田
勇
▽
小
松
春
義
▽
安
永
栄
一
 

▽
議
案
 48 

号
（
臨
時
議
会
）
赤
池
町
国
 

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
‘
地
方
税
法
 

が
改
正
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
同
条
例
の
 

課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
や
基
礎
控
除
 

の
額
を
引
き
上
げ
な
ど
の
一
部
改
正
案
 

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
議
案
 49 

号
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
 

つ
い
て
（
臨
時
議
会
）
凸
赤
池
中
学
校
屋
 

内
運
動
場
改
築
工
事
の
予
定
価
格
が
一

1
1
 

千
万
円
を
下
ら
な
い
た
め
議
会
の
議
決
 

を
得
ま
し
た
。
な
お
、
入
札
の
結
果
赤
 

池
の
卿
柴
政
建
設
が
落
札
し
七
月
二
十
 

三
日
か
ら
六
十
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
 

の
工
期
で
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

請 

願 

〇
下
桜
町
ー
上
桜
町
間
の
里
道
整
備
並
 

に
下
桜
町
里
道
拡
幅
整
備
に
か
か
る
請
 

願
‘
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
あ
か
い
 

け
、
高
尾
口
バ
ス
停
間
の
町
道
か
ら
左
 

へ
入
る
下
桜
ー
上
桜
間
の
里
道
整
備
に
 

関
す
る
請
願
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
 

果
、
産
業
建
設
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
、
 

け
 

ト
 

ト
 

ひ
ろ
 

一」
 

田

中

 
裕
香
さ
ん
 

（
赤
池
町
立
病
院
薬
局
勤
務
）
 

レ
 

レ
『
レ
g

レ
『
レ
『
レ
．
レ
り
レ
 

レ
4

レ
 

可
k
『（、【、、、J 

I
童
ノ
》
ノ
ノ
 
。
 

提
言
箱
 

役
場
住
民
福
祉
課
戸
籍
係
の
カ
ウ
ン
 

タ
ー
に
 
「
国
鉄
バ
ス
へ
の
提
言
箱
」
を
 

備
え
付
け
て
い
ま
す
。
 

国
鉄
バ
ス
へ
の
ご
意
見
や
苦
情
が
あ
 

る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

閉
会
中
の
継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。
 

〇
失
業
対
策
事
業
の
昭
和
六
十
年
度
予
 

算
確
保
に
関
す
る
請
願
‘
失
業
対
策
諸
 

事
業
関
係
予
算
の
確
保
、
六
十
五
歳
線
 

引
廃
止
、
退
職
金
制
度
の
確
立
と
額
の
 

引
き
上
げ
な
ど
の
請
願
書
が
提
出
さ
れ
 

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
食
品
添
加
物
の
規
制
に
関
す
る
意
見
 

書
の
採
択
を
求
め
る
請
願
‘
国
民
の
食
 

生
活
の
安
全
と
健
康
を
守
る
た
め
食
品
 

添
加
物
の
安
全
性
を
再
点
検
し
規
制
措
 

置
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
な
ど
の
請
願
 

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
外
米
輸
入
反
対
・
食
糧
の
安
定
供
給
 

確
保
・
な
ら
び
に
米
穀
政
策
・
要
求
米
 

価
実
現
に
関
す
る
請
願
‘
米
の
輸
入
の
 

即
時
撤
回
。
転
作
目
標
面
積
の
縮
少
。
 

他
用
途
利
用
米
割
当
数
量
に
つ
い
て
は
 

食
用
米
と
し
て
買
上
げ
、
加
工
用
米
に
 

つ
い
て
は
新
た
に
規
格
を
設
定
し
て
対
 

応
す
る
こ
と
。
ま
た
、
生
産
者
米
価
は
 

六
十
結
フ
ム
当
り
一
万
九
千
三
百
八
十
四
 

円
と
す
る
こ
と
な
ど
の
請
願
が
採
択
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

〇
農
産
物
の
輸
入
自
由
化
・
枠
拡
大
に
 

反
対
し
国
民
食
糧
の
安
定
確
保
に
関
す
 

る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
請
願
‘
農
 

産
物
の
輸
入
自
由
化
、
枠
の
拡
大
を
お
 

こ
な
わ
な
い
こ
と
、
主
要
食
料
の
備
蓄
 

制
度
確
立
の
た
め
に
必
要
な
立
法
措
置
 

を
講
じ
る
こ
と
な
ど
の
請
願
が
採
択
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

〇
核
巡
航
ミ
サ
イ
ル
“
ト
マ
ホ
ー
ク
〈
 

配
備
お
よ
び
日
本
へ
の
持
ち
込
み
反
対
 

決
議
を
求
め
る
請
願
‘
非
核
三
原
則
の
 

' 

ト
 
ー
ト
 
‘
ト
 

第
一
薬
科
大
学
を
卒
業
し
て
、
調
 

剤
薬
局
に
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
今
 

年
三
月
か
ら
町
立
病
院
の
薬
局
に
勤
 

務
し
て
い
ま
す
。
 

「
上
司
に
恵
ま
れ
、
楽
し
く
仕
事
 

を
し
て
い
ま
す
。
」
と
い
う
、
し
っ
 

か
り
し
た
お
嬢
さ
ん
。
表
面
は
ク
ー
 

ー
ル
で
内
は
や
さ
し
い
男
性
が
好
き
。
 

巨
人
フ
ア
ン
で
特
に
江
川
選
手
の
ふ
 

て
ぶ
て
し
さ
が
い
い
と
い
う
こ
と
で
 

し
た
。
朝
早
く
起
き
る
の
が
特
技
で
 

趣
味
は
野
菜
づ
く
り
。
 

、
”
』
乞
て
て
”
h
乞りh
”
か
』
”
寺
』
”
か
か
か
』
も
”
」
乞
り
か
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て
て
て
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”
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”
か
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か
か
か
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』
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』
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か
か
』
”
』
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h
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か
か
か
か
』
乞
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か
“
”
』
て
”
か
、
”
か
か
か
』
て
て
て
て
”
か
』
”
』
”
』
て
”
』
て
て
て
て
て
仏
て
”
』
”
か
か
か
か
か
か
 

レ
 

レ
 

．
ー
，
《
‘
 

g
 

レ 

レ 

レ 

【役場住民福祉課戸籍係 

力ウンターに備えられた 
国鉄バスへの提言箱】 

、
て
”
』
”
』
て
”
か
か
か
か
』
”
』
て
て
て
”
か
か
ふ
 

’、 ’、 ’、 ’ ’ュ’ュ’ュ’ュ’ 

厳
守
と
ト
マ
ホ
ー
ク
を
装
備
し
た
艦
船
 

航
空
機
の
日
本
寄
港
配
備
拒
否
を
求
め
 

る
請
願
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
赤
池
町
道
坊
主
ケ
谷
路
線
の
舗
装
に
 

関
す
る
請
願
書
‘
高
尾
通
り
舗
装
の
請
 

願
が
提
出
さ
れ
審
議
の
結
果
、
産
業
建
 

設
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
、
閉
会
中
の
継
 

続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。
 

〇
「
児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
を
改
正
 

す
る
法
律
案
」
の
撤
回
を
求
め
る
請
願
 

‘
支
給
期
間
の
七
年
限
定
、
所
得
制
限
 

の
引
き
下
げ
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
同
 

法
の
改
正
案
の
撤
回
を
求
め
る
請
願
が
 

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
 

意 

見 

書 

〇
道
路
事
業
予
算
増
額
に
関
す
る
意
見
 

書
‘
第
九
次
道
路
五
カ
年
計
画
の
完
全
 

達
成
、
六
十
年
度
道
路
事
業
予
算
増
額
 

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
意
見
書
が
採
択
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
地
方
財
政
対
策
に
関
す
る
意
見
書
（
 

臨
時
議
会
）
‘
地
方
財
政
に
対
す
る
国
 

の
財
源
保
障
を
全
う
す
る
た
め
交
付
税
 

額
を
確
保
す
る
こ
と
、
国
庫
補
助
率
の
 

引
き
下
げ
措
置
を
と
ら
な
い
こ
と
、
な
 

ど
の
意
見
書
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
 

報 

告 

規
定
に
よ
り
次
の
件
が
議
会
に
報
告
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
昭
和
五
十
八
年
度
繰
越
明
許
費
繰
越
 

計
算
書
 

〇
昭
和
五
十
八
年
事
業
赤
池
町
土
地
開
 

発
公
社
決
算
 

〇
昭
和
五
十
八
年
度
定
例
事
務
監
査
の
 

結
果
 

一
 

一
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一
 

一
 

一
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寸
叫
k
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k
J
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》J
 

■

歳

時

記

■

 

不

快

指

数

 

生
活
上
不
快
を
お
ぼ
え
る
度
合
 

を
数
値
で
表
し
た
も
の
で
、
気
象
 

台
へ
間
い
合
せ
れ
ば
教
え
て
く
れ
 

ま
す
。
最
近
は
、
エ
ア
コ
ン
の
普
 

及
な
ど
で
、
快
・
不
快
の
感
じ
方
 

も
変
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
 

‘
 

●
 

一
 

●
 

一
 

●
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一
 

一
 

一
 

一
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《
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1
日
（
水
）
 

6
日
（
月
）
 

7
日
（
火
）
 

10 

日
（
金
）
 

15 

日
（
水
）
 

19 

日
（
日
）
 

0
ョ、一〉 

。
乙
I

<L
トノ、 

21 

日
（
火
）
 

22 

日
（
水
）
 

24 

日
（
金
）
 

<b

ー 

ヘ
コ
J

) 

。
乙
r
‘
「
L
‘、 

7

一 

、
コ
ゴ
）
 

り
乙
I

「
E
ノ、 

28 

日
（
火
）
 

30 

日
（
木
）
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

水
の
日
・
水
の
週
間
 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進
 

運
動
、
観
光
週
間
 

食
品
衛
生
週
間
 

婦
人
セ
ミ
ナ
ー
（
躍
飴
）
 

立
秋
 
鼻
の
日
 

心
配
ご
と
相
談
（
柳
恥
紗
」
）
 

養
命
大
学
（
躍
鑓
）
 

終
戦
記
念
日
 
全
国
戦
没
 

者
追
悼
式
 

郡
民
体
育
大
会
（
陸
上
廿
 

赤
小
学
校
体
育
館
、
バ
ド
 

ミ
ン
ト
ン
廿
金
田
町
民
会
 

館） 
乳
児
保
育
相
談
（
m
嚇
り
鱗
讐
 

三
種
混
合
（
喫
鷺
雄
讐
 

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
（
叫
謙
或
 1
5
 

世
 

解
放
講
座
（
嬬
購
邑
 

B

・
c

・
G

（
叫
謙
或
議
）
 

養
命
大
学
（
躍
飴
）
 

郡
小
ど
も
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
 

ル
大
会
（
統
鳴
（
じ
 

心
配
ご
と
相
談
（
柳
転
ア
じ
 

婦
人
セ
ミ
ナ
ー
（
躍
麓
）
 

防
災
週
間
 

～毎月1 日は交通事故〇県民の日～ 毎月 25 日 はがん 予防の日 1
. 



(7） 第259 号 (6 ) 昭和59年8月1日 け
 

し、 か あ
 

報
 

広
 

第259 号 昭和59年8月1日 け し、 あ か 報
 

広
 

農

業

委

員

決

ま

る

 

会

長

に

浦

田

氏

 

副

会

長

は

高

林

氏

 

任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
会
委
員
 

一
般
選
挙
が
七
月
十
五
日
行
わ
れ
ま
し
 

た
 。

 選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
十
人
に
対
 

し
て
十
二
人
が
立
候
補
、
午
前
七
時
か
 

ら
午
後
六
時
ま
で
役
場
の
ー
カ
所
の
投
 

票
所
で
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

当
日
の
有
権
者
数
は
男
六
百
五
十
三
 

人
、
女
七
百
六
十
七
人
、
計
千
四
百
一
一
 

十
人
で
、
不
在
者
投
票
も
含
め
千
三
百
 

三
十
六
人
が
投
票
、
投
票
率
は
九
十
四
 

・
〇
八
バ
ジ
ト
と
高
い
数
字
で
し
た
。
 

開
票
は
同
日
の
午
後
七
時
半
か
ら
町
 

民
会
館
で
行
わ
れ
、
次
の
十
人
の
方
が
 

当
選
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
各
団
体
か
ら
の
推
薦
に
よ
る
 

委
員
も
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。
 

エンゼルクイズ 

あっ” 

あのナンバーは？! 
見かけたらご連絡ください 

バイクの盗難力沫目次いでいます。 自分 

のバイクは盗まれないよう日ごろから注 

意しましょう。 

次のナンバープレートを見かけた方は 

派出所もしくは役場税務課までご連絡く 

ださい。 

，
‘
伸
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●
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●
●
●
ー
、
●
●
I
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軍
軍
、
ー
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'
t
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,
，
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◆
・
 I

 

，◆ I
 

◆
，
 1

 

搬
響
欝
繊
綴
灘
難
棚
 

な
お
、
七
月
二
十
日
に
改
選
後
初
の
 

農
業
委
員
会
が
行
わ
れ
、
会
長
に
浦
田
 

勇
氏
、
副
会
長
に
高
林
政
敏
氏
が
決
ま
 

り
ま
し
た
。
 

（
以
下
敬
称
略
）
 

【
選
挙
で
選
ば
れ
た
委
員
、
得
票
順
】
 

〇
高
林
政
敏
（
大
字
市
場
七
七
九
番
地
 

農
業
、
六
十
歳
）
 

〇
市
川
泰
雄
（
大
字
上
野
二
、
 
一
四
一
 

番
地
、
農
業
、
四
十
八
歳
）
 

〇
武
末
昭
一
 

（
大
字
上
野
五
九
二
番
地
 

建
設
業
、
五
十
三
歳
）
 

〇
田
中
久
夫
（
大
字
市
場
一
、
三
〇
一
 

番
地
、
農
業
、
五
十
二
歳
）
 

〇
太
田
典
明
（
大
字
上
野
三
、
三
七
三
 

番
地
、
農
業
（
五
十
五
歳
）
 

〇
谷
 

昭
治
（
大
字
市
場
一
、
七
八
一
一
 

番
地
、
農
業
、
五
十
四
歳
）
 

〇
安
延
友
利
（
大
字
上
野
三
、
〇
一
九
 

番
地
、
農
業
、
五
十
歳
）
 

〇
太
田
勝
幸
（
大
字
上
野
六
三
五
番
地
 

農
業
、
六
十
二
歳
）
 

〇
小
松
久
行
（
大
字
上
野
三
、
七
一
四
 

番
地
、
自
営
業
、
三
十
八
歳
）
 

〇
池
田
幸
道
（
大
字
赤
池
六
八
六
番
地
 

農
業
、
五
十
九
歳
）
 

【
町
議
会
推
薦
に
よ
る
委
員
】
 

〇
浦
田
勇
（
大
字
上
野
一
二
二
番
地
、
 

農
業
、
六
十
二
歳
）
 

〇
小
松
春
義
（
大
字
上
野
三
、
八
五
四
 

番
地
、
会
社
員
、
五
十
二
歳
）
 

〇
安
永
栄
一
 

（
大
字
上
野
五
七
四
番
地
 

の
一
、
農
業
、
三
十
七
歳
）
 

【
田
川
農
業
共
同
組
合
推
薦
の
委
員
】
 

〇
水
永
雄
（
大
字
市
場
八
五
一
番
地
、
 

農
業
、
四
十
三
歳
）
 

【
下
田
川
農
業
共
済
組
合
推
薦
の
委
員
】
 

〇
長
谷
川
政
義
（
大
字
市
場
一
、
二
六
 

〇
番
地
の
二
、
農
業
、
五
十
四
歳
）
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〈 盗 難 車 》 

赤池町 

3448 2770 3076 

※ナンバーのみ 

いずれも50c.Qバイクです。 

〈連絡先〉 

●赤池派出所（ft2 1 1 0 ) 

●役場税務課（公2 004 ) 

所有者不明の自転車 
オートバイを公開 

警察では県下一斉に所有者不明の拾得 

自転車、ォートバイを一般公開します。 

田川署の公開日時は次のとおりです。 自 

転車等をなく したり、盗まれたりした方 

は、田川署でご覧ください。 

●日時ノ8月7日から10日までの4 日間 

9 : 30から16 : 00まてる 

●持参するものノ印かん、なくしたり盗 

まれた自転車・ォートバイの車台番号 

防犯登録番号・車両番号、特徴等の控 

え 

●間い合せ先ノ田川署会計課 

合 09474-2 -2120 
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I
l
 

I
l
1
 

昭
和
二
十
年
八
月
六
日
午
前
八
時
十
 

五
分
広
島
に
、
三
日
後
の
九
日
午
前
十
 

一
時
二
分
長
崎
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
 

I
 

~
I
1
 『H

」。」日『ハ】 

0 

0 

ー
『
l
H
ー
『
H
H
H
n
 

，
言
り
ー
『
ー
冒
縄
H
ハH
】H
〕
冒
い
 

れ
、
そ
し
て
、
八
月
十
五
日
、
大
平
洋
 

戦
争
が
終
り
ま
し
た
。
 

そ
の
た
っ
た
二
発
の
爆
弾
で
三
十
数
 

この子の「ひとみ」のねがいは・・・ 

万
人
の
市
民
が
一
瞬
に
し
て
亡
く
な
り
 

今
も
な
お
多
く
の
方
が
原
爆
症
に
苦
し
 

み
な
が
ら
死
と
直
面
し
た
生
活
を
送
ら
 

れ
て
い
ま
す
。
 

赤
池
町
で
は
、
今
年
三
月
の
定
例
町
 

議
会
で
「
非
核
都
市
宣
言
を
求
め
る
こ
 

と
に
関
す
る
請
願
」
 
が
採
択
さ
れ
、
非
 

核
・
恒
久
平
和
都
市
宣
言
が
な
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

も
う
二
度
と
戦
争
を
し
て
は
な
り
ま
 

せ
ん
。
現
在
に
生
き
る
私
た
ち
は
、
プ
」
 

の
青
い
地
球
、
美
し
い
地
球
を
子
ど
も
 

へ
孫
へ
、
そ
し
て
永
久
に
子
孫
へ
と
引
 

き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
が
た
の
冥
 

福
を
祈
り
、
二
度
と
同
じ
悲
劇
を
繰
り
 

返
さ
な
い
こ
と
を
確
か
め
合
う
た
め
に
 

も
、
赤
池
町
で
は
今
年
か
ら
次
の
と
お
 

り
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。
み
な
さ
 

ま
に
は
、
サ
イ
レ
ン
に
合
わ
せ
て
黙
と
 

う
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

一
 

八
月
に
入
り
町
立
病
院
も
旧
来
の
 

体
制
か
ら
漸
次
新
し
い
体
制
へ
と
方
 

向
転
換
を
し
て
来
て
お
り
ま
す
。
 

就
任
以
来
、
四
カ
月
が
た
ち
ま
し
 

た
。
こ
の
四
カ
月
を
振
り
返
っ
て
み
 

ま
す
と
、
ま
ず
第
一
に
院
内
に
お
け
 

る
各
職
場
間
の
意
志
の
疎
通
を
は
か
 

る
た
め
に
、
月
二
回
の
・
職
場
代
表
に
 

よ
る
主
務
者
会
議
を
、
ま
た
、
医
師
、
 

事
務
長
、
婦
長
か
ら
な
る
管
理
者
会
 

を
月
二
回
ほ
ど
定
期
的
に
開
催
し
て
 

院
内
の
問
題
解
決
に
、
ま
た
、
今
後
 

の
進
路
決
定
に
対
す
る
参
考
資
料
を
 

得
る
た
め
に
役
立
て
る
よ
う
に
し
て
 

い
ま
す
。
 

こ
の
ほ
か
に
も
、
各
職
場
間
の
連
 

絡
事
項
は
、
そ
の
つ
ど
代
表
者
が
相
 

互
に
話
し
合
っ
て
問
題
決
定
に
あ
た
 

っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
患
者
と
の
 

対
話
を
大
切
に
す
る
よ
う
医
師
と
看
 

護
婦
は
、
外
来
、
病
棟
と
も
に
力
を
 

あ
わ
せ
て
、
患
者
の
身
に
な
っ
て
診
 

療
、
看
護
が
で
き
る
よ
う
に
受
け
持
 

ち
、
患
者
を
決
め
て
診
療
、
看
護
、
 

処
置
、
投
薬
、
検
査
介
助
に
あ
た
っ
 

て
い
ま
す
。
 

入
院
患
者
の
場
合
は
、
午
後
一
時
 

半
か
ら
週
二
回
の
総
回
診
。
そ
れ
に
 

〇
8
月
6

日
 
午
前
8
時
 15 

分
（
広
島
 

に
原
爆
の
投
下
さ
れ
た
日
時
）
 

〇
8
月
9

日
 
午
前
 11 

時
2
分
（
長
崎
 

に
原
爆
の
投
下
さ
れ
た
日
時
）
 

〇
8
月
 15 

日
 

正
午
（
終
戦
記
念
日
）
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‘
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●
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／
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、
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．
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、
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

o
持
永
義
光
（
県
営
板
屋
）
ビ
ー
ル
 20
 

本
、
缶
ジ
ュ
ー
ス
 40 

本
〇
平
川
正
純
（
 

市
場
）
着
物
 30 

点
、
洋
服
 20 

点
〇
石
橋
 

明
治
郎
（
上
野
）
中
古
衣
料
 62 

点
〇
専
 

売
公
社
（
田
川
営
業
所
）
タ
バ
コ
岡
個
 

〇
太
田
隆
徳
（
上
野
）
衣
類
 50 

点
〇
国
 

原
マ
サ
子
（
高
尾
）
中
古
布
団
、
衣
類
 

数
点
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
賛
助
会
費
】
 

一
口
ー
千
円
 

〇
森
本
ェ
イ
子
1
5

口
〇
荒
木
利
雄
廿
 

5
口
〇
森
千
代
子
廿
5

口
〇
赤
池
葬
祭
 

、
 

、 

【第99回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますように 

【問題】 選挙をきれいにするために 

選挙をきれいにするには、お金や義理やロ 

ロにまどわされないことが大切です。 

ところが現実はどうでしょうか。残念なが 

らまだまだといわざるをえません。そこで候 

補者はもちろん、私たちロロ者もルールを守 

って、貴重な一票を汚さないきれいな選挙を 

推進しましょう。 

【応募の要領】 

ロの中に文字を入れ、 8 月15日までに赤池 

町役場総務課文書広報ェンゼルクイズ係へお 

送りください。抽せんで正解者3 人に図書券 

を贈ります。 

【第98回の解答】 

明るいまたは正しい、民主政治 

【正解者】 

応募総数18通のうち正解15通。厳正な抽せ 

んの結果、次の人に図書券を贈ります。 

ト田中智和（市場） 

ト山田琴与（板屋団地） 

ト村上美樹（市場） 

6 月末日住民登録 Q 

（前月上ヒ） 

ii 9,895( + 10) 

l 4一711( +8 ) 

: 5,184( +2 ) 

帯 3, 260( +4 ) 

× 

ク8鋼の福~祉女夢タが行鳶‘Ii

【休館日】 

6日、19日、27日 ~ 入館者へ自由に舞台を 

【鷲14 15]cJt*< ―【提讐i討 
【仏教法話会】 I 午前10時から 

今月はお休みします~ 午後3時まで 

主
治
医
に
よ
る
受
持
患
者
の
診
察
が
 

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
毎
日
行
わ
 

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
旧
来
午
 

後
か
ら
も
外
来
診
察
が
行
な
わ
れ
て
 

い
ま
し
た
が
、
少
し
不
便
に
な
り
ま
 

し
た
。
し
か
し
入
院
患
者
が
満
床
に
 

近
い
状
態
で
、
常
勤
医
が
少
な
い
現
 

状
で
は
い
た
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
。
 

そ
の
上
、
午
後
は
住
診
、
特
殊
検
査
 

等
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
午
後
 

通
院
を
希
望
さ
れ
る
患
者
さ
ん
方
は
 

で
き
る
だ
け
午
前
中
の
診
療
時
間
に
 

来
院
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
 

げ
ま
す
。
 

救
急
患
者
の
場
合
は
、
ご
一
報
く
 

だ
さ
れ
ば
直
ち
に
診
療
で
き
る
体
制
 

は
整
え
て
い
ま
す
。
 

夜
間
診
療
の
件
で
す
が
、
午
後
四
 

時
半
以
後
、
毎
日
常
勤
医
と
非
常
勤
 

医
が
交
代
で
早
朝
八
時
半
ま
で
当
直
 

医
と
し
て
の
勤
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
 

す
。
医
師
と
同
様
、
看
護
職
員
も
夜
 

間
の
急
患
と
来
院
患
者
に
対
し
て
診
 

療
、
処
置
が
で
き
る
よ
う
に
待
機
し
 

て
い
ま
す
。
 

以
上
の
よ
う
に
少
し
ず
つ
で
は
あ
 

り
ま
す
が
、
旧
来
の
病
院
と
は
異
っ
 

た
体
制
づ
く
り
を
し
て
き
ま
し
た
。
 

み
な
さ
ま
の
健
康
問
題
に
関
す
る
 

ご
相
談
に
も
今
後
応
じ
ら
れ
る
よ
う
 

こ
れ
か
ら
職
員
一
同
研
修
を
積
み
な
 

が
ら
実
施
し
て
い
く
こ
と
も
考
え
て
 

お
り
ま
す
。
 

赤
池
町
立
病
院
院
長
 

石
尾
 

哲
人
 

廿
 30 

口
 

【
寄
付
】
 

〇
政
光
朝
次
・
ワ
サ
ノ
廿
2

万
円
〇
早
 

麻
豊
廿
古
切
手
観
枚
〇
森
下
フ
ミ
エ
廿
 

1
万
円
〇
赤
池
葬
祭
ー
灰
皿
 20 

個
 

【
香
典
返
し
】
 

金 金 金 金 金 金 金 金 

封
 
水
永
 
房
子
 

（
市
場
）
 

封
 

田
中
 
春
男
 

（
伏
原
）
 

圭寸 圭寸 圭寸 圭寸 圭寸 圭寸 

太
田
 

隆
徳
 

（
中
里
）
 

的
野
 
節
子
 

（
西
組
）
 

池
本
 
春
子
 

（
小
藤
）
 

皆
川
 
隆
次
 

（
貴
船
）
 

清
原
 
房
子
 

（
上
桜
）
 

立
花
 
九
州
男
（
市
場
）
 

【
福
祉
バ
ス
購
入
資
金
】
 

〇
卿
林
工
業
ー
期
万
円
〇
欄
谷
口
組
廿
 

50 

万
円
〇
正
栄
自
動
車
廿
 10 

万
円
〇
囲
 

水
谷
建
設
ー
 10 

万
円
〇
立
花
杉
夫
廿
 10
 

万
円
 

×
 

 ーノ 

―水は限りある貴重な資源ですー 水の週間／8月1日～7日 情報や文化を運び続ける貴重な財産一道 8 月は道路をまもる月間 
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コ
ミ
・
し
尿
収
集
の
 

盆
休
み
に
つ
い
て
 

お
盆
の
期
間
中
、
日
程
の
一
部
が
次
 

の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。
 

⑨
h
ミ
収
集
 
8
月
 15 

日
困
か
ら
 16 

日
 

困
が
盆
休
み
で
す
。
従
っ
て
 13 

日
の
 

か
ら
 16 

日
困
の
収
集
地
区
が
変
更
に
 

な
り
ま
す
。
 

〇
燃
え
る
ゴ
ミ
 

▽
8
月
 13 

日
囲
・
 
14 

日
因
の
地
区
‘
8
 

月
 12 

日
⑧
に
変
更
 

▽
8
月
 15 

日
困
の
地
区
凸
8
月
 13 

日
囲
 

に
変
更
 

▽
8
月
 16 

日
困
の
一
部
の
地
区
（
北
町
 

東
町
、
新
町
、
小
藤
、
上
桜
、
朝
日
 

町
、
松
本
町
、
中
央
台
、
花
園
町
）
 

'
8
月
 13 

日
囲
に
変
更
 

▽
8
月
 16 

日
困
の
右
記
以
外
の
地
区
（
 

市
場
全
地
域
、
市
場
団
地
、
猿
畑
、
 

緑
ケ
丘
、
赤
池
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
）
'
 

8
月
 14 

日
因
に
変
更
 

〇
燃
え
な
い
ゴ
ミ
 
変
更
な
し
 

⑥
し
尿
処
理
 
8
月
 14 

日
因
か
ら
 16 

日
 

困
ま
で
が
盆
休
み
で
す
。
従
っ
て
8
 

月
 11 

日
田
、
 
12 

日
⑧
は
平
常
ど
お
り
 

で
す
。
 

随
時
受
付
け
て
い
ま
す
 

町
営
住
宅
補
欠
入
居
者
 

町
営
住
宅
の
補
欠
入
居
者
の
申
し
込
 

み
は
、
今
ま
で
は
定
期
的
に
受
け
付
け
 

て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は
随
時
受
け
付
 

け
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
住
宅
課
へ
お
 

申
し
出
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
今
回
か
ら
単
身
者
の
入
居
も
 

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

①
男
子
満
六
十
歳
、
女
子
満
五
十
歳
以
 

上
の
方
 

②
現
に
赤
池
町
に
居
住
し
住
宅
に
困
っ
 

て
い
る
方
 

③
健
康
で
身
元
保
証
人
の
は
っ
き
り
し
 

て
い
る
方
 

④
町
が
指
定
す
る
住
宅
へ
入
居
が
で
き
 

る
方
 

こ
の
よ
う
な
条
件
で
入
居
で
き
ま
す
 

の
で
希
望
者
は
役
場
住
宅
課
へ
申
し
出
 

く
だ
さ
い
。
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
 

な
お
、
受
け
付
け
を
し
て
も
住
宅
の
 

空
屋
と
の
関
連
が
あ
り
、
直
ち
に
入
居
 

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
 
一
定
の
期
間
内
で
 

抽
せ
ん
会
を
行
い
、
入
居
者
を
決
め
て
 

町
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
ご
通
知
し
ま
す
。
 

テ
ー
ー
ス
大
会
 

参
加
者
募
集
 

第
二
回
赤
池
町
民
テ
ニ
ス
大
会
の
参
 

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
希
望
者
は
 

次
の
要
領
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

▽
日
時
 

9
月
2

日
（
日
）
午
前
8
時
 

か
ら
 

▽
場
所
 
赤
池
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
 

▽
参
加
資
格
 
小
・
中
学
生
を
除
く
町
 

内
在
住
者
 

▽
競
技
内
容
 

〇
男
女
の
ペ
ア
に
よ
る
 

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
〇
1

セ
ッ
ト
6
 

ゲ
ー
ム
先
取
〇
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
 

▽
そ
の
他
 

ラ
ケ
ッ
ト
は
各
自
持
参
、
 

テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
で
ジ
ー
パ
ン
は
不
 

可
 

▽
申
込
締
切
り
 

8
月
 27 

日
 

〇
申
込
先
 
赤
池
町
民
会
館
内
テ
ニ
ス
 

ク
ラ
ブ
へ
※
詳
細
は
赤
池
駅
前
大
庭
 

修
司
さ
ん
へ
（
昼
一
〇
二
一
）
 

※
お
わ
び
 

七
月
号
八
面
、
テ
ニ
ス
ク
 

ラ
ブ
部
員
募
集
の
欄
で
入
会
金
が
一
一
 

百
円
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
二
千
 

円
の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
 

正
し
ま
す
。
 

巡
回
交
通
事
故
相
談
 

次
の
と
お
り
無
料
交
通
事
故
相
談
が
 

行
わ
れ
ま
す
。
 

▽
日
・
場
所
 

〇
8
月
7

日
因
 

飯
塚
市
役
所
市
民
 

相
談
室
 

か
2
2
1
5
5
0
0
 

〇
8
月
 13 

日
囲
 

田
川
市
役
所
市
民
 

相
談
室
 

。
4
1
2
0
0
0
 

〇
8
月
 23 

日
困
 

直
方
市
役
所
市
民
 

相
談
室
 

か
2
1
4
1
1
1
 

▽
時
間
 

10 

時
か
ら
 15 

時
ま
で
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
 

を
開
き
ま
す
 

美
容
と
健
康
の
た
め
、
あ
な
た
も
バ
 

レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
町
 

体
育
協
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
で
は
次
の
 

と
お
り
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
を
開
催
し
 

ま
す
。
 

▽
練
習
日
 

毎
月
第
1

・
3
土
曜
日
 

午
後
8
時
か
ら
 

▽
場
所
 
町
民
会
館
 

▽
会
費
 
年
間
千
円
（
町
民
会
館
準
備
 

の
申
込
書
に
添
え
て
）
 

▽
教
室
開
始
日
 

8
月
 18 

日
 

▽
指
導
者
 
長
谷
川
恵
久
氏
、
黒
土
孝
 

司
氏
 

▽
申
し
込
み
 
練
習
日
時
に
町
民
会
館
 

へ
お
い
で
く
だ
さ
い
0
 

無
縁
墳
墓
の
改
葬
 

次
の
件
に
縁
故
者
が
あ
れ
ば
届
け
出
 

て
く
だ
さ
い
。
 

マ
墓
地
の
場
所
 
愛
知
県
瀬
戸
市
寺
本
 

町
五
十
番
地
 
宝
泉
寺
墓
地
 

イ 
休日救急医療センターの 

利用について 

休日救急医療センターは、急病や事故などで負傷 

された救急患者さんに応急的診療を行う施設です。 

診療日、科目は次のとおりです。 

▽
届
出
先
 

名
古
屋
市
東
区
出
来
町
一
一
 

丁
目
愛
知
県
名
古
屋
土
木
事
務
所
 

▼
墓
地
の
場
所
 
宮
崎
県
宮
崎
郡
佐
土
 

原
町
上
田
島
一
九
七
二
番
地
 
新
城
 

墓
地
 

▽
届
出
先
 

宮
崎
県
宮
崎
郡
佐
土
原
町
 

大
字
下
田
島
二
〇
六
六
〇
番
地
 
佐
 

土
原
町
役
場
 
環
境
衛
生
課
 

年金の支払いは13 LIから 

8 月11日の土曜日は郵便局の 

為替貯金の窓口は休みです。 

このため11日が支払日となっ 

ている福祉年金は13日の月曜日 

からお支払いいたします。 

診療日 診療時間 診療科目 

日●雀日および 

国民の祝日 

8 月14・15日 

12月31日 

1 月1日・ 

2 日・ 3 日 

昼間受付時間 

9 :(J(J-]j:30 

13:OO-16:30 

夜間受付時間 

18:OO-22: 30 

昼間 

内科・小児科 

・外科 

夜間 

内科・小児科 

局
 

班
一
 

秘
一
 

ー
ー
一
 

田川地区休日救急医療センター 

田川市新町11番47号 ff09474-⑤-7199 

 ノ × 

日
 

2
 

4
'' 食中毒にご用心” 食品衛生週間／8月6日～ 

か
 


